
 決算特別委員会各分科会における概要  

 

【商工労働観光分科会】 

◆１０月２７日（水）開会 午前１０時００分 

（休憩 午前１０時５６分～午前１１時０８分） 

閉会 午前１１時５７分 

◆１０月２８日（木）開会 午前１０時００分 

（休憩 午前１０時５６分～午前１１時０９分） 

閉会 午後 ０時１９分 

          主 査  遠藤 和典（自由民主党） 

          副主査  柴田 正人（自由民主党） 

          委 員  菊池 文昭、青柳 安展、渡辺ゆり子、楳津 博士 

 

◆付託案件 

・令和２年度山形県一般会計歳入歳出決算中 本分科会所管分 

・令和２年度山形県小規模企業者等設備導入資金特別会計歳入歳出決算 

・令和２年度山形県土地取得事業特別会計歳入歳出決算 

 

◆審査内容 

付託決算の審査にあたっては、産業労働部長、観光文化スポーツ部長及び労働委員会

事務局長から決算の概要及び主要な施策の成果と実績について、関係課長から内容の詳

細について説明を聴取し、質疑を行った。 

 

 

◆採 決 

付託された３決算については、全員異議なく、いずれも認定すべきものと決定した。 

 

（主に議論された項目） 

◇令和２年度における労働相談の件数及び内容について。 

◇県内のコワーキングスペースをネットワーク化して実施したイベントの内容及び成果に

ついて。 

◇ＩｏＴの活用促進に向けて配置している、ＩｏＴ活用コーディネーターの活動実績及び

成果について。 

◇音楽の力で癒しと活力を届けるリレー事業の実施状況及び成果について。 

◇商工業振興資金のうち、地域経済変動対策資金の貸付状況並びに貸付けに係る利子及び

保証料の県の負担額について。また、今後の償還開始に向けた県の対応等について。 

◇有機エレクトロニクス関連産業に対する支援の開始年度と累計金額について。また、有

機ＥＬ照明の量産化に向けた取組みの現状について。 

◇文化応援キャンペーンの利用実績について。また、県内の文化施設が幅広い世代から利

用されるような取組みが必要と考えるがどうか。 


